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内容の要旨および審査の結果の要旨
血中グリコプロテイン（glycoprotein）は妊娠により種々の変動を示すことが知られている。しかし，
妊娠中毒症における変動についてはなお不明な点が多い。本研究では，妊娠中毒症における血中グリコプ
ロテインの変動を検索する目的で，正常妊婦（正常群）２５例と重症妊娠中毒症妊婦（妊娠中毒症群）１３例
について，微量一元放射免疫拡散法（microsingleradialimmunodiffusionmethod）を用い４６
種類の血中グリコプロテインを測定し，以下の結果を得た。
妊娠特異蛋白である妊娠特異β，糖蛋白（pregnancy-specificβＩ‐glycoprotein，βjSP，），ヒト
胎盤性乳汁分泌ホルモン（humanplacentallactogen，hPL）および妊娠関連蛋白である妊娠関連
α蝋蛋白（pregnancy-associateda,-glycoprotein，α`PA)の血中濃度は,正常群では妊娠の進
行とともに上昇した。妊娠中毒症群では正常群に比してβ，SPI，hPL，ａ２ＰＡともに低下していた。ま
た，ハプトグロビン（haptoglobin，Ｈｐ)，β2糖蛋白Ｉ（β２‐glycoproteinl)，α,アンチキモトリプ
シン（αI‐antichymotrypsin)，Ｃ４（C4-component)，アンチトロンピンⅢ（antithrombinm
ATⅢ)，プラスミノーゲン（plasminogen，Ｐｍｇ)，C1sインアクチベーター（C1sinactivator)，Ｇ免
疫グロブリン（immunoglobulinG）なども正常群に比して低下していた。これに対して，α１－アン
チトリプシン（α，‐antitrypsin)，β-リポ蛋白（β‐lipoprotein)，セルロプラスミン（ceruloplasmin)，
α１－リポ蛋白（αI-lipOprotein）は上昇していた。
これらの成績から，妊娠中毒症における胎児一胎盤機能障害に起因すると考えられる血中グリコプロテ
インの変動が明らかにされた。特に妊婦におけるＨｐ，ＡＴⅢ，Ｐｍｇなどの血中濃度の変動は，妊娠中
毒症の予知ならびに重症度の判定に有用と考えられた。
以上，本研究は血中グリコプロテインの面から妊娠および妊娠中毒症における胎盤機能と母体の代謝機
能の密接な関係を明らかにしたものであり，産科学に寄与する労作と認められた。
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